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令和７年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立伊興中学校 

校長  森田 卓司   

１ 学校教育目標 

〇 進んで学ぶ生徒 

〇 心豊かな生徒 

〇 たくましい生徒 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 

＜伊興中に通わせて良かった＞ 
 

 
 

○生徒像 

＜伊興中生でよかった＞ 

 

 

 

○教師像 

＜本校と自らのミッションを明確に意識して協働して前進 できる教師＞ 

 

 

 

 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
現状 

（１）生徒 
・大きな問題を起こす生徒や他校生徒との接触による問題行動がある生徒はおらず、授業には前向きの姿勢の生徒が大多数を占める。また、授業は、正常 

に展開されている。 

  ・学力面では、区調査の平均レベル。学力不振の生徒が、各クラスに一定数いる。中１勉強合宿は、25 名の生徒を対象に通所型で連携小学校と共に実施。 

  ・生徒会・部活動は、指導教員の尽力の下、意欲的かつ熱心に取り組まれている。特に吹奏楽部は、少人数ながら、好成績を残した。  

  ・いじめの報告はあるが、すべて解決済み。重大事態になるような案件はない。他方、SNS をめぐる生徒間のトラブルは発生しているが、その都度、指導

している。 
（２）教職員 
  ・平均年齢は 39.82 歳で、30 代以下の教員が大半を占める若い教員構成である。校内研究推進主任（内藤主任教諭）を中心に、校内研修会を年間３回実施。 

   「足立スタダードに基づく授業改善」をテーマに、精力的に研修を行い、各自が授業改善に努めている。 
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成果と課題 

（１）成果；①落ち着いた雰囲気で整然と授業が行われている。 

      ②若い教員が多いが、学校全体で研修を重ねて、より良い授業を創っていこうという学校の風土ができつつある。 

      ③大多数の保護者が学校に協力的で、地域も学校に支援を惜しまない地域性である。 

（２）課題；①学力の定着に差があり、下位層の生徒の学力を上げること。 

      ②家庭学習が不足している生徒が多く、保護者・家庭との一層の連携が必要であること。 

      ③不登校生徒が一定数（全校生徒の８％）おり、これ以上不登校生徒を増やさないことと共に、別室指導体制を拡充し、生徒の居場所を校 

内に設けること。 

      ④校内研修のリーダー役の教員が異動しても研修が継続発展するような体制の構築。 

 

４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） Ｒ:令和 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 

１  学力向上アクションプラン ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 豊かな心の育成と社会的自立心の確立 ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 教師の指導力向上と信頼される学校づくり ○ ○ ○ ○ ○ 
 

５ 令和７年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題 

達成度 
◎〇△● 

生徒の学習意欲を高めるととも
に、基礎・基本を確実に身に付け
させ、学力向上を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和７年度区調査通過率    
５５％ 

 

 

  

 

自己評価の際に記入 
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Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
規
・
継
続 

アクション 

プラン 

対象学年 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度
◎〇△● 

１
継
続 

 

授業の充実 

 

全教科・ 

全学年を

対象とす

る。 

年 に ３

回 以 上

（最低、

学 期 に

１回） 

研修推進委員会を中心

に、足立スタンダードに

基づく授業改善をテーマ

にした研修会を開催す

る。 

 

 

○事後の教員

のアンケート 

○教科指導専

門員の授業観

察 

○生徒の学校

評価 

 

 

○事後の教員

のアンケート

で、肯定的意見

が 80％を超え

る。 

○年度末の生

徒アンケート

で、肯定的意見

が 80％を超え

る。 

   

２
継
続 

放課後補充

学習 

 

 

 

全学年 

５教科で

補充を必

要とする 

生徒 

 

家 庭 学

習 は 毎

日。 

補 充 教

室 は 週

末。 

○毎日、家庭学習として

AI ドリルによる問題配信

を実施。 

金曜日に、その状況を確

認し対象生徒を学年体制

で指導する。 

 

 

各 教 科 の 単

元・小テスト・ 

各種コンテス

トの再テスト 

 

活用数の点検 

（AI ドリル） 

 

教員・生徒ア

ンケート 

 

○生徒・教員・

保護者にアン

ケートで、肯定

的意見が 80％

を超える。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入 
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３ 

 
朝読書 

 

 

全学年 

朝読書 

 

金曜を

除く毎

日、登校

後８時

２５分

～３５

分まで

の１０

分間 

学級担任を中心に、 

全学年10分間の読書を行

い、集中力と読む力をつ

ける。 

 

図書館司書と連携し、図

書館利用率を上げる。 

 

 

 

 

毎日の点検 

 

図書館貸出冊

数調査  

 

教員・生徒ア

ンケート 

 

朝読書により、

落ち着いて読

む習慣と授業

への集中力を

高める。 

学校図書館貸

出冊数を月 350

冊以上。 

 

 

   

４ 

 

ＩＣＴ機器

を活用し、足

立スタンダ

ードの徹底 

 

全学年・

全教科 

年 間 を

通して、

日 常 的

に 

教務部(ICT 推進委員会)

と研修推進委員会との共

催で企画・運営を行う。 

 

特に、ICT 機器の活用が苦

手の教員を支援を 

全員一人１回の研究授業

の実施。 

 

教員・生徒・

保護者アンケ

ート 

 

全教員が最低

１回以上足立

スタンダード

のテーマに沿

った研究授業

を実施する。ま

た、ICT 機器を

活用した授業

を公開する。 
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重点的な取組事項－２ 豊かな心の育成と社会的自立心の確立 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

生徒自らよりよい学校づくりに参画し、
いじめのない「笑顔あふれる学校」「学
校に登校するのが楽しいと思える学校」
をつくる 

ンケートで「伊興中の生徒でよかっ 
たと思う」と９０％以上の生徒が回答 
する。 

 

  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

居心地の良い、安心

できる学年学級をつ

くｒ 

○生徒アンケートによ

り、肯定的意見が 80％

を超える。 

○WEBQU の活用、特に学年全体

や学級同士での点検を行う。 

 

○年度当初の学年学級経営案

に、心理的安全性が高い集団

をつくることを明記する。 

   

人権への配慮と豊か
な心の育成 

 

○生徒アンケートによ 
り、肯定的意見が 80％ 
を超える。 
○生徒会による取組を
促す。 

 

○道徳の授業、校長講話など
「心の教育」「人権について考
える教育」を全教育活動で推
進する。 
○いじめアンケートや WEB QU
での早期発見と校内委員会を
中心とした組織的な対応を継
続する。 

   

社会的自立心の確立 
凡事徹底 

○「挨拶する」「生徒会 

や委員会・係活動、ボラ 

ンティア活動に積極的 

に取り組んでいる」と生 

徒の９０％以上が回答。 

○ボランティア活動を学校と
して推奨し、全校でボランテ
ィア学習を行う。 
○日常的なマナー・ルールの
凡事徹底。校則や委員会活動
など、生徒会を中心に生徒が
主体的に考え、企画し、運営
できる生徒を育成する。 

   

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入 

 

自己評価の際に記入 



 ６

重点的な取組事項－３ 教師の指導力向上と信頼される学校作り 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

教員の教育力（学習指導・生活指導・進
路指導）の向上と信頼される学校作り 

アンンケートで、９０％以上の保護者が 
「子どもを伊興中に入れてよかったと
思うと答える。 

 

  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

教員の学習指導力の

向上 

○分からないところを

丁寧に教えてくれる」

「生徒用タブレットを

よく活用している」と８

０％以上の生徒が答え

る。 

○全教員が年５回以上の授業 
研究に参加する。 
○校内研修日を年 3 回以上設

定し、足立スタンダード授 
業や「主体的・対話的で深い 
学び」や「ICT 活用」をテーマ 
に研修し、授業力向上を目指 
す。 
○「ICT 機器活用月間・週間」 
を設定し、組織的に活用を促
進する・ 

   

教職員集団の育成と
組織力の向上 
 

○教育活動や対外的な 
対応に、保護者へのアン 
ケートで 80％以上が満 
足していると回答する。 

○校務分掌の組織を常に見直
し、より良い体制を構築する。
○学校全体で共通理解を図り
ながら組織運営を行う。 
○管理職・主幹教諭・主任教 
諭による若手教師のＯＪＴを 
計画的に実施する。 

   

保護者、開かれた学校

づくり協議会、地域と

協働した信頼される

学校作りとの協働 

○「学校は保護者や地域 

と一体になって教育活動 

を行っている」と保護 

者・開かれた学校づくり 

協議会委員の80％が回答 

する。 

○ＰＴＡ・開かれた学校づくり 
協議会と定期的に会議を持ち、 
学校と保護者・地域との連携を 
図る。 
○HP を常に更新して学校の情 
報を発信し、各種たよりを定 
期的に発行する。保護者会、教 
育相談、協議会を計画的に実施 
する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入 

 

自己評価の際に記入 
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６ まとめ 

（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）保護者や地域へのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他（学校教育活動全般について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入します。 

経営計画の策定段階では、このページは行数を減らし

て圧縮したり、ページ自体を削除したりした上で、公

表していただいても差し支えありません。 


